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大窪社長（中央）、昌次専務（左）、
俊次工場長（右）

　

大
窪
専
務
は
、「
５
Ｓ
活
動
の
定

着
と
従
業
員
の
育
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。将
来
的
に
は
、大
手
メ
ー
カ
ー

の
品
質
監
査
に
対
応
で
き
る
工
場
を

目
指
し
、
チ
ャ
ー
ジ
料
を
高
め
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　
宝
達
志
水
町
で
金
属
プ
レ
ス
製
品

を
製
造
し
て
い
る
㈲
大
窪
鉄
工
は
、

撚
糸
業
を
営
ん
で
い
た
大
窪
俊
光
社

長
が
昭
和
六
十
三
年
に
事
業
転
換
し

て
創
業
、
平
成
九
年
に
現
在
の
工
場

へ
移
転
し
た
。

　
従
業
員
数
は
現
在
二
十
四
名
、
後

継
者
の
次
男
昌
次
専
務
は
営
業
、
管

理
を
、
三
男
の
俊
次
工
場
長
は
製
造

を
担
当
。

　

顧
客
か
ら
受
入
れ
た
図
面
デ
ー

タ
ー
を
展
開
計
算
し
た
後
、
抜
き
、

曲
げ
、
溶
接
を
行
い
出
荷
す
る
受
注

生
産
で
、
他
社
で
は
難
し
い
短
納
期

へ
の
対
応
が
強
み
で
あ
る
。

　
主
要
取
引
先
か
ら
の
信
頼
も
厚
く

順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
が
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け

受
注
が
減
少
し
た
た
め
、
商
工
会
に

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
専
門
家
の
支
援
も
受
け
、
経
営
改

善
計
画
を
策
定
。
そ
の
後
、
商
工
会

で
は
、
事
業
所
と
と
も
に
抜
本
的
な

問
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
、
計
画

実
行
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　
専
門
家
と
し
て
中
小
企
業
診
断
士

の
西
井
克
己
氏
に
お
願
い
し
、
生
産

性
向
上
の
た
め
現
場
改
善
に
取
り
組

ん
だ
。

　

ま
ず
、
品
質
を
保
証
す
る
た
め
、

仕
入
か
ら
出
荷
ま
で
の
各
工
程
で
の

管
理
特
性
や
管
理
方
法
を
工
程
の
流

れ
に
沿
っ
て
記
載
し
た
Ｑ
Ｃ
工
程
表

を
作
成
。
こ
れ
に
よ
り
、
製
品
の
品

質
を
一
定
に
保
ち
、
ロ
ス
を
減
少
さ

せ
て
い
く
仕
組
み
が
で
き
た
。

　
次
に
、
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め

５
Ｓ
活
動
に
着
手
し
た
。
５
Ｓ
と
は
、

整
理
、
整
頓
、
清
潔
、
清
掃
、
躾
の

こ
と
で
あ
る
。
従
業
員
が
自
ら
考
え

行
動
す
る
組
織
を
目
指
し
て
い
く
た

め
、
リ
ー
ダ
ー
を
選
任
し
、
目
的
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も
従
業
員
自
ら

が
策
定
し
た
。

　
５
Ｓ
の
基
本
は
整
理
整
頓
で
あ
る
。

不
要
な
物
と
必
要
な
物
を
仕
分
け
し
、

必
要
な
物
だ
け
を
整
頓
す
る
方
法
が

効
率
的
で
あ
る
た
め
、
捨
て
る
も
の

に
赤
札
を
貼
る
赤
札
作
戦
を
実
施
。

　
現
場
改
善
後
に
は
、
通
路
が
確
保

さ
れ
、
工
具
、
備
品
の
定
置
管
理
も

　
活
動
の
成
果
と
し
て
、
端
材
の
活

用
や
月
次
で
の
棚
卸
が
可
能
に
な
っ

た
。
現
在
で
も
、
毎
日
午
後
の
始
業

開
始
時
に
三
分
間
５
Ｓ
を
実
施
し
、

業
務
後
の
清
掃
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
一
方
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
を
導
入
し
、

営
業
を
強
化
し
た
結
果
、
取
引
先
も

増
え
、
業
種
も
多
様
化
し
た
こ
と
に

よ
り
、
特
定
先
へ
の
過
度
な
取
引
依

存
体
質
が
改
善
さ
れ
た
。

　
今
西
指
導
員
の
行
っ
た
、
㈲
大
窪

鉄
工
様
へ
の
支
援
は
、
平
成
二
十
七

年
度
の
石
川
県
商
工
会
優
秀
支
援
事

例
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

レーザー加工機導入により生産性が
向上

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で

受
注
が
減
少

進
め
ら
れ
、
工
場
だ
け
で
な
く
事
務

所
内
も
整
理
整
頓
さ
れ
た
。
図
面
に

つ
い
て
も
デ
ー
タ
化
し
て
保
存
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
特
定
取
引
先
へ
の
依
存
度
が
高
く
、

急
激
な
外
部
環
境
変
化
の
影
響
を
受

け
や
す
い
経
営
体
質
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
に
は
、
新

規
取
引
先
の
開
拓
が
急
務
で
あ
っ
た
。

　
今
後
、
新
規
の
取
引
を
し
て
い
く

た
め
に
は
、
各
製
造
工
程
の
管
理
方

法
を
定
め
た
帳
票
が
な
か
っ
た
の
で
、

品
質
管
理
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
ま
た
、
工
場
内
で
は
材
料
、
工
具

な
ど
の
置
場
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た

め
、
従
業
員
の
無
駄
な
作
業
も
あ
り
、

生
産
性
向
上
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

品
質
管
理
体
制
の
強
化
と
　

生
産
性
の
向
上
が
課
題

特
定
取
引
先
へ
の
過
度
な

依
存
体
質
が
改
善

現場の整理に使用した赤札。
不要と思われる物に貼付する

更
な
る
品
質
向
上
で

チ
ャ
ー
ジ
料
ア
ッ
プ
を
目
指
す

　

今
回
、
経
営
改
善
計
画
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
過
程
で
、
事
業

所
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
共
通

認
識
の
も
と
課
題
に
優
先
順
位
を
つ

け
な
が
ら
段
階
的
に
解
決
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
支
援
を
通
し
て
、
計
画

の
策
定
、
実
行
、
見
直
し
を
実
践
し

た
こ
と
で
経
営
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
Ｐ
ｌ

ａ
ｎ
：
計
画
、
Ｄ
ｏ
：
実
行
、
Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ
ｋ
：
評
価
、
Ａ
ｃ
ｔ
：
改
善
）

サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。

　
計
画
実
行
の
先
頭
に
立
つ
大
窪
専

務
の
「
会
社
を
良
く
し
た
い
」
と
い

う
思
い
を
強
く
感
じ
、
私
と
し
て
は

客
観
的
な
提
案
を
す
る
よ
う
心
掛
け
、

あ
え
て
厳
し
い
意
見
も
言
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
業
承
継
も
そ
ろ
そ
ろ
視
野
に
入

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
、
伴
走
者
と
し
て
よ
り
添
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
支
援
担
当
者
・
執
筆

　
宝
達
志
水
町
商
工
会

　
　
　
　
経
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指
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～商工会の支援事例～～商工会の支援事例～ 1
製造業の現場改善支援製造業の現場改善支援

 ㈲大窪鉄工： 宝達志水町商工会 ㈲大窪鉄工： 宝達志水町商工会
※「探訪チャレンジ企業」は、前号で一旦お休みとし、
　今号からは、商工会の支援事例を掲載します。

赤
札
作
戦
を
実
施


